
令和元年２月 SSH 活動記録 

 

球陽高校 SSH生徒研究発表会（2020.2.1.土） 

 

 
写真１：発表会と講演の様子 

 

第 3 回運営指導委員会（2020.2.1.土） 

 

写真２：運営指導委員会の様子 

 

 

 

 

 

 

 

2月 1日に本校体育館と武道場で、SSH生徒研究発表会

を行いました。今年度は理数科に加えて国際英語科と球

陽中学校の探究活動についても一緒に発表を行いまし

た。午前中は武道場で 23件のポスター発表を行い、その

うち 5 件は英語での発表でした。午後は、台湾サイエン

ス海外研修に参加したグループの報告から始まり、国際

英語科から「海外人材育成に力を注ぐ沖縄」、「隠れてい

る貧困～沖縄の子どもたち～」の 2 件、理数科から「生

分解性プラスチックでプラスチックごみや食器ロス問題

をなくそう！」、「カプレカ数～証明とループ数の発見

～」、「金武湾周辺におけるマイクロプラスチックの分布

とそのモデル化」、「沖縄本島におけるツルヒドリの分

布」、「NRゴムの弾性力と熱についての研究」の 5件口頭

発表を行いました。また、国立天文台科学研究部から小

久保英一郎教授に「宇宙の中の地球」というテーマでシ

ミュレーションを用いながらご講演頂きました。 

2月 1日に本校ラボ室で第 3回運営指導委員会を行い

ました。SSH生徒研究発表会と今年度の総括について議

論しました。運営指導委員の先生がたからは、生徒たち

の探究する姿勢が年々向上しており、物怖じせずに積極

的に学ぼうとする姿勢が素晴らしいなどの評価を頂き

ました。また、図表やポスターなどの表現の仕方に改善

点があるので、次年度の指導に活かしていきたいと思い

ます。次年度も球陽 SSHが更に発展していけるよう生徒

たちと頑張っていきたいと思います。 



サイエンスダイアログ（2020.2.19.水） 

 

 

写真３：サイエンスダイアログの様子 

 

2月 19日に本校武道場で、2年理数科向けサイエンス

ダイアログを実施しました。講師には、オーストラリア

出身で、OIST で細胞構造における機械的相互作用の役

割を研究しているジェームズ・アンドリュー・クウィッ

ツキー氏にお越しいただきました。「数学：タンパク質

のモデリング(形)から犯罪者の逮捕まで」というテーマ

でお話頂きました。クウィッツキー氏は、現在、犯罪者

の居場所を突き止めることができる新たな方程式の確

立を目指し、日々数式を考えているそうです。生徒たち

の中には、「世の中のことは全て数式で説明できる」や

「新たなことに挑戦し続けることの大切さ」について感

銘を受けた生徒もいたようです。説明で使用された数式

がやや難解で理解しづらかったかもしれませんが、講師

の学問に対する情熱をしっかり受け継いだように感じ

ました。生徒たちにとっては、日々習っている数学がど

のように社会貢献できるか考える良い機会でした。 


